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女性としてはわが国で初めてホテルの総支

配人となり、脚光を浴びている秋田美1｛穿さ

んに、「私の生き方ごというテーーマで、その

豊かな人生経験と禅に基づく人生観に裏打ち

された、内容の濃い講演をしていただきます、

　　芭蕉布F織｝女「菖
　　　　　　　　連帯の手わざ
この映画は、沖縄地ノ∫の伝統工芸の芭蕉布

に．・生をかけようと、情熱をもって技術の伝

承と発展に努め、芭蕉桁をみごヒ復興させた

女性たちの、連帯感か織りなすアわざの全し

程を描いた感動の名作です

文部省選定・芸術祭優秀賞・毎日映画コンクール教育映画賞・

キネマ旬報ベストテン第3位・日本産業映画賞受賞の映画．
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受付

オープニングコーラス

開会式

映画「芭蕉布‘織玉女たて』

基調講演　講師秋田美津子さん

テーマ：「私の生き方」

移動

交流会　　（講師を囲んで）

終　了

21世紀に向け～ム女ど男が共に生まるまち、

活力あるまち、創造するまちつぐりのため、

市民総参加ご取り組んご’」くごどを確認しあ

ρ，　．男女共何社会つぐり　実現に向けと’昨

年に続き、　1女性フォーノム1を開催しますし

入場は無料乙すのτ、みなざんのこ参加を

お願ρしょす。男性のかたがたε、げひご参

刎ぐたδるようお待5しτρよ～兆

　とき■＝二我∠1年2月1口「土i荏日｝

　　　12蒋30分から受｛寸、13蒋10分開会

　ところ■モ訟央公民麺ホール

あなたの”世界。もっとひろげてみませんか？

　　　　　凱2／1㊤

　　　日向市中央公民館ホール
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広報』ﾐゆうが

　　　　平成4年度

■保育園（所）と募集定員

保 寳

広報tゆう」が

◇上町保育所（東草場／容52－2903）

◇細島保育所（八　坂／1畦52－4073）

60八

◇日知屋保育所（江良田1．／1匠52－2703＞

◇岩脇保育園（本宮／麿57－1953）

◇財光寺保育園（切島2／β54－2231）

◇高松保育園（高

◇正念寺保育園（中

90人

．L塑児保育園（中原／君53一〔’021ほ。人

　◇Lモ　～1二　f呆　ず∫　【麺　　（f毛　　1⊥二／實54－9600）　　　　　6　0ノ＼

◇大E谷保育園〔大E谷／麿52－1815）

◇伊勢ケ浜保育園（中堀町／麿53－4436）

　　　　　　　　」量／／麿54－0338）

　　　　　　　　　良／容54－0322｝

60人

60人

60人

60人

60人

◇美々津保育園（立　縫／容58－0123）

◇塩見保育園（中村／費52－4326）

45人

60人

◇ひよこ保育園（松　原／854－5508）

◇富高保育園（西川内／雪52－8573）

◇日向台保育園（日向台／費52－8574）

60人

制

　財光学保育園、高松保育園、ひよこ保育園、中

原乳児保育園、往還保育園、比良保育園、「1向保

育園は、生後3か月以．ヒの乳児も受け付けます．

申州用祇の配布は1月6日からです、

　くわしくは市描祉事務所「君内線2164）へ．．

砦募集します
　　　　　　　　　　　受付期間／¶月6日中3¶日
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広報1♪ゆう

中学生の『競悪闘ず愚俸玄』入賞作畠

　全国納税貯蓄組合連合会が募集した

中学生の「税に関する作文」に入賞した

かたがたの作品どす。
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役
割
を
果
た
「
萩
－

．L＝F
かな見． ノ㌔帆、F

’
・

司『

E

制　
爾
管

“

戸
弄
　
　
　
卜
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
丁

の
生
活
旧
々
一
助
け
’
、
い
る
こ
レ
ー
キ
一
㎞
Ψ
り

ま
し
た

　
税
は
、
私
達
学
生
に
関
係
す
る
こ

と
に
も
」
い
か
使
わ
れ
て
い
ま
す

教
科
辞
が
無
償
配
布
さ
れ
’
、
い
る
し
、

机
、
い
す
も
～
7
隔
さ
れ
て
い
ま
す

こ
れ
を
全
濯
個
へ
が
負
担
」
た
ら
、

大
変
な
金
…
…
に
な
7
・
し
．
ご
つ
　
L

　
“
ナ
メ
．
ナ
チ
チ
デ
チ
f
．
，
ナ
f
ゾ
劉
チ
　
　
ノ
チ
ナ

て
い
る
私
も
机
に
落
賎
目
き
を
し
た
こ

レ
一
が
あ
り
ま
す
．
．
分
か
「
，
て
い
な
が

ら
、
つ
い
や
っ
て
し
ま
う
の
で
す

し
か
し
、
視
の
あ
り
が
た
み
が
少
し

分
か
・
，
た
へ
一
か
ら
、
机
、
い
す
な
ど

を
大
切
に
使
お
う
と
田
ひ
い
ま
す
．
．

　
ま
た
、
両
視
か
「
む
か
し
は
、
二

力
道
は
で
二
ば
二
で
歩
き
に
く
か
っ

「
■
♂

“
．

税
金
に
つ
の
τ

「．　　　　「．4

は

圧
1．

「跨

ト
，レ

ヒ

ヒ　L

う

ノ
く

き

な

最
近
お

’、

L「’

乙Il

戦
争
な

ビ

、ケ　そ　や

て　の

勘♪

れ

　」

ま

す

他国
た

く

さ

ん

ノ．）

今1・

1
1

鮪
1

役

亀㌧・

iI

ワ咲

役
叫「

川

道
な
ビ．

色
ノ」

．ち

り

ま

す

ノ）

悦

金

は

国

撹

や

鷲
、ち　ヒ

｛’X

全
国
納
税
貯
蓄
組
食
爆
骨
親
縁
表
彰
己

日
向
中
学
校
2
年

　．
－．で

広報‘浮艫ﾂ

P
　
’
　
吐
、
　
、
ギ
レ
一
も
ぴ
．
帳
レ
一
よ
，

ノ
ノ
　
　

　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
ロ

重
手
廉
い
す
が
炉
て
い

る
カ
r
・
は
な
ノ
＼
与
ざ
赴
．
一
力
で
す

私
が
使
ぞ
い
御
に
蕨
偉
き

ワ
あ
う
た
り
．
穴
が
あ
．
た
り
、
傷

ノ
・
へ
っ
て
い
も
一
り
ー
エ
ェ
涛
1
　
而
「
崩
呪
力

窪
め
て
い
る
視
　
こ
ハ
あ
り
ざ
ま

で
も
、
1
1
で
辱
　
駁
な
ご
レ
一
を
、
．
．
∵
．

貸
罷
．
“
　
　
　
．
、
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
“

　
“
ふ
“
訴

国
障
「
の
脱
金
か
支
出
さ
れ
ま
一
．
江
’
か
、

そ
れ
は
轟
こ
う
の
q
に
村
し
謬
こ
一
う

て
も
大
き
く
役
疏
㍉
た
こ
レ
　
・
」
よ

　
」
P
L
、
　
＼
r
、
　
（
卜
穿
〕
匡
I
f
ヒ
ー
）

　
ノ
．
’
　
　
　
ろ
　
　
上
叫
ノ
置
－
距
L
1
1
ー
ノ

ひ
蚊
・
い
臥
白
に
は
枚
済
構
…
　
1
4
F
め
ま
リ

レ
ー
ら
れ
’
、
い
な
い
レ
あ
う
に
田
し
い
ま
す

ひ
さ
い
地
の
湿
地
は
、
下
自
由
な
生

　
坂
　
ロ
　
み
ど
り

た
レ
．
　
而
　
降
る
ヒ
す
＼
ぬ
．
，
L
、

あ
ち
二
ち
に
水
た
圭
り
は
で
菟
；
勺
し

　
　
な
レ
ー
レ
一
古
し
て
一
左
ま
す

む
か
し
叫
二
・
こ
ぽ
二
た
㌧
た
直
か
、

へ
’
．
、
は
な
・
れ
い
に
舗
↓
蕉
翻
コ
殴
’
、
い
7
9

力
も
悦
力
お
か
げ
で
し
よ
う

　
税
は
他
に
も
旗
．
ゴ
小
や
直
防
、
公
園

わ
上
1
4
　
ヒ
ニ
も
吏
〕
L
、
　
　
一
り

r
1
　
　
　
一
　
’
　
　
　
．
．
　
　
一
．
オ
才
　
　
　
手
　

，
　
ン

　
　
　
“
寸
　
　
」
ブ
　
　
　
　
　
　
ト
．
ρ
寸
、

　
丁
．
　
　
～
E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
♂

三
り
一
．
」
ま
，
，
己
、
　
、
文
一
．
－
．

　
ン
ー
イ
ー
．
’
　
B
／
涯
ゴ
　
ノ
ー
・
」

一
、
い
る
こ
レ
㌃
L
、
．
う
　
駅
は
ま

硯
斥
を
は
ら
　
て
い
圭
せ
ん
か
、

私
た
ち
中
げ
弄
7
1
に
’
レ
視
金
ハ
大
明
ざ

カ
ζ
く
わ
カ
り
ま
す

学
校
の
‘
踊
は
、
千
地
に
・
7
．
て
、

と
，
’
、
も
便
利
≠
も
カ
で
す
　
請
え

》
一
4
に
水
道
」
な
汁
ノ
け
火
は
カ
め

、敵

あ
な
た
の
得
意
料
理
・
身
近
な

郷
⊥
工
料
理
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
0
あ
な
た
の
得
　
料
理
、
例
え
ば

　
家
庭
に
受
け
継
が
れ
た
料
理
」
や

「
ん
氷
庭
て
レ
陸
ば
れ
た
私
の
料
理
」
、

②
身
近
な
郷
L
料
理
、
例
え
ば
「
正
日

作
門
ら
れ
〃
、
い
た
料
…
埋
．
　
や
　
へ
一
」
り
同
門

ら
れ
て
い
る
料
理
」
、
　
こ
れ
か
ら

日
向
L
巾
の
郷
L
料
理
レ
一
し
て
ム
H
て
た

い
料
理
．
［
．
　
を
募
集
し
ま
す
．
．

　
0
の
応
募
作
品
で
に
紫
乃
な
も
の
は

来
年
2
月
1
5
日
・
1
6
日
に
開
催
す
る

一．

X2

驍
轤
ｵ
を
見
直
す
日
向
市
消
費

生
活
展
㍉
4
、
展
．
小
し
ま
す
．

　
ま
た
　
応
募
二
品
に
エ
ネ
↓
キ
ー

量
、
栄
養
し
の
指
丁
・
ア
ド
バ
イ
ス

を
加
え
て
ま
と
め
た
臥
疏
を
、
冊
．
r

に
し
て
差
し
上
げ
ま
す

　
出
品
者
全
ロ
ー
－
に
記
念
品
を
差
し
し

げ
ま
す
．

　
②
の
応
募
作
晶
は
、
郷
ヒ
料
理
の

冊
．
r
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
の
で
．
多
数
の
ご
応
募
を
お

願
い
し
ま
す
．
．

【
応
募
方
法
】

　
応
募
開
戸
に
、
工
献
立
名
②
出

品
者
の
住
所
．
氏
名
、
年
齢
、
性
別

　
⑤
作
り
」
わ
及
び
材
料
の
分
巨
咀
〔
何

人
前
か
も
｝
な
ど

を
記
入
し
て
、
0
は
1
月
2
0
日
ま
で

に　
日
向
市
上
町
1
5
．
．
1
4
　
中
原
ビ
ル

　
宮
崎
県
栄
養
七
会
H
向
支
部

　
中
原
恒
r
〔
容
π
．
．
．
一
．
．
へ
へ
．
｝
ま
た

は
市
・
市
民
諾
市
民
生
活
係
〔
容
内

線
．
几
｝
に
里
込
つ
ぜ
、
ノ
＼
だ
彗
・
い

　
ま
た
．
②
は
1
月
3
1
日
ま
て
に
市

商
工
観
光
課
〔
容
内
線
．
．
h
ハ
．
を
、
．
｝
に
旋

出
し
て
く
だ
さ
い
田
、

タ「気’帰．を駅孫猿駅風瓶噛現猿駅繊覧咳株覧珠猿㌦覧珠喰竃噛Lλ橘駅￥．駅瓶㌦怯

．
宮
崎
県
納
税
貯
蓄
組
食
還
答
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

一
活
に
、
と
て
も
役
ら
門
’
．
て
い
ま
す

　
も
し
、
視
金
か
な
く
な
れ
ば
ビ
う

な
る
で
し
ト
串
う
ノ
　
学
校
は
な
い
し
、

道
路
汁
て
こ
：
こ
、
火
事
や
次
難
ト

あ
・
て
も
ど
う
し
ょ
う
も
あ
り
ま
せ
郁

ん
　
公
園
ご
ノ
な
い
し
、
道
路
、
橋
な

　
ど
か
く
ず
れ
て
も
そ
み
圭
ま
で
す

椀
金
∂
、
私
の
己
丁
託
を
守
り
、
す

　
み
レ
、
一
祥
匡
へ
」
〃
「
つ
く
．
〆
、
い
る
レ
一
．
．
＝
U
！
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

・
二
る
r
、
」
よ
う
　
二
う
考
え
ガ
、
み
る

レ
一
、
視
全
4
い
か
に
大
切
．
・
あ
7
ヅ

　
よ
一
．
写
，
り
ま
す

　
f
一
カ
ー
活
を
守
㍉
’
、
く
れ
7
椀

金
．
2
、
2
を
訥
め
7
召
け
、
池
の
誰

　
で
も
あ
り
目
せ
ん
私
三
な
の
で
す

税
金
を
椚
め
る
こ
レ
一
は
、
国
民
の
義
’

務
で
す
　
悦
金
に
宝
活
を
守
・
、
て
も

ら
㌻
’
、
い
る
力
な
・
内
視
は
当
然
の

義
絡
で
は
な
い
で
－
闘
う
か
国
民
寓

　
．
へ
．
尺
」
き
ち
ん
・
＝
内
税
す
る
こ

レ
一
り
、
1
　
一
か
賑
女
全
に
豊
か
に
凸

せ
る
こ
レ
　
な
み
で
す

－
二
、
た
く
ン
．
・
ん
力
仕
質
を
し
て
一
ま

　
こ
カ
・
♪
う
な
二
・
一
に
脱
金
は
た
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
　
」
そ

も
す
み
ら
し
い
こ
レ
こ
レ
一
思
い
ま
す

　
し
か
し
・
け
讐
は
パ
同
ず
、
る

カ
で
は
な
∴
恵
い
手
そ
れ

↓
♪
㍗
　
）
一
．
x
　
二
よ
小
㌔
」
．
　
　
　
　
「
．
」
　
＼

．
r
　
　
　
ノ
　
一
4
．
．
．
．
層
「
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ

ゐ
尺
が
い
て
、
そ
力
†
分
刀
尺
．
’
悦

釜
を
は
ら
　
㌃
い
る
し
一
」
ま
す
　
そ
　
．
，

、
．
・
す
る
・
＝
一
ん
な
に
口
．
？
ノ
な
く
’
r
、
、

「
ご

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
中
学
校
3
年
椿
原
智
子
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ト
分
に
足
り
る
の
て
は
な
い
カ
と
踊

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
蓼
ー
愛
児
ー
ー
馨
一
碧
落
．
揚
郁
嬉
晶

響
鑑
輪
飾
瓢
　
脚
韻
鯵
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
国
か
ら
視
金
を
な
く
し
た
ら
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
を
う
ま
く
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
　
　
　
警
察
官
だ
っ
’
、
犯
人
を
つ
か
ま
・
ヴ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慰
い
ま
す
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ー
ー
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
た
ー
ー
　
　
つ
と
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
・
ス
仙

銃
表
蒙
表
訴
妻
f
黍
f
琉
黍
≦
蒙
≦
メ
チ
翠
妻
ゾ
f
葦
デ
∬
蒙
f
メ
表
デ
チ
チ
f
チ
チ
メ
チ
メ
ジ
f
蒙
奨
妻
ジ
禿
竺
黍
≦
野
表
≦
垂
雪
“
葦
≦
美
チ
妻
季
蒙
訴
蒙
“
；
ザ
蒙
訴
葦
ゾ
ゴ
葦
チ
≠

匁
チ
葦
窪
窪
葦
葦
葺
葦
舞
舞
果
菜
蒙
季
糞
黍
葦
葉
叢
蒙
蒙
チ
歪
メ
季
蒙
華
年
蒙
歪
｛
．
姜
活
糞
妻
凌
ま
ζ
葉
；
粟
y
　
ナ
凄
ご
メ
蓑
｝
“
奨
葦
葦
奨
薫
’
葦

繊
　
　
　
　
　
　
　
　
水
害
を
防
ぐ
工
室
つ
取
り
し
げ
　
る
こ
・
・
に
し
ま
し
た
・
友
達
と
い
・
　
私
は
・
あ
の
・
叢
な
建
物
は
、
偉
蝋

　
　
　
錘
揺
難
醗
縁
闇
闇
翠
緑
藷
篠
一
　

灘
懸
魚
簸
編
灘
心
懸
織
㌶
犠
　
醗
瀞

　震

�
G
鶴
一
縦
一
健
一
二
一
．
営
繕
黙

　
磯
坐
雛
　
一
罰
島
由
季
鞍
難
燃
墾
鼎

◎
鰻
騰
　
懸
　
鞭
繰
　
　
繰
　

緋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
で
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
借
り
　
　
ら
れ
て
き
ま
し
た
、
そ
れ
ま
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

崇
糞
差
毛
蒙
葦
葦
葦
葦
デ
等
外
葦
萎
萎
美
髪
転
寝
チ
葦
≦
蒙
チ
美
髪
委
棄
奨
葦
葦
葦
葦
葦
訴
夕
霞
葦
・
糞
蓑
葦
蒙
凌
葦
糞
∫
葦
戸
棄
ゾ
界
｛
委
∫
葦
葦
奨
誇

●
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一
念

・
祈詑

的

．
∠

　 』
∫
、
慧

ヨ
h錺．

端

思

岬
．鱈

い．

グ　　　文化財についての間い合わせば市社会数育課（3内隷2曜4）へ

蔭L。。。、、

てこける的iう
いれたこ左二
は
［
、
日
向
の
伝
説
』
に
書
か

る
話
で
す
か
，
こ
れ
以
来
、

　
文
明
十
．
八
年
二
四
八
L
、
｝
、
勇

　
は
か
ド
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

将
の
導
，
高
い
伊
東
祥
邑
は
誌
言
に
あ

い
日
日
屋
城
内
で
暗
殺
さ
れ
た
．
朋

　
貼
鮪
口
巴
け
P
畑
日
済
心
♪
u
勇
〃
八
亭
一
兼
ね
備
…
・
え

た
武
将
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
死
後
は

怨
穴
と
化
し
て
付
近
の
人
た
ち
を
襲

い
、
疫
柄
を
も
た
ら
し
た

　
こ
れ
を
知
・
．
た
細
島
の
日
要
上
人

は
法
華
魁
の
功
徳
に
よ
っ
て
祐
邑
の

．
を
鎮
撫
し
、
伊
太
郎
と
伊
次
郎
と

い
う
二
人
の
若
者
に
命
じ
て
鬼
の
面

の
的
を
作
り
．
二
人
に
二
二
で
射
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
祐
邑
の
悪
婆
を

細
島
で
は
伊
太
郎
ら
の
故
事
に
習
っ

イ
、
旧
暦
の
正
月
十
五
日
に
弓
匠
て
的

を
射
る
「
的
祈
念
」
の
行
事
か
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
、
．

　
こ
の
話
に
出
て
く
る
日
要
上
人
は

実
在
の
人
物
て
、
延
徳
疋
年
二
四

八
瓦
〕
に
当
時
の
目
－
小
本
山
妙
本

げ
の
第
十
一
代
　
筈
日
長
と
な
っ
た
名
僧

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
田

　
現
右
、
細
島
の
八
幡
区
に
は
日
要

E
人
の
草
か
あ
り
、
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榊
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史
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．
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入
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を
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．
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．
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．
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要
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し
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で
す
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れ
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ら
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す
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．
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り
．
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ズ
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山
千
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で
．
．
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五
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↓
．
ト
た
弓
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「
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た
み
で
二
刀
．

な
ら
掌
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甫
、
て
㍉
；
？
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思
い
、
子
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・
を
取
り
寄
せ
て
－
代
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ま
し
へ
．
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し
た
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作
る
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W
ノ
爪
－
（
な
．

て
ぎ
て
、
二
L
は
肖
．
ザ
に
な
口
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．
て
る
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．
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一
思
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し
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．
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．
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∵
り
こ
レ
「
、
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す
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減
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か
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ビ
ん
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ん
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∵
・
ら
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、
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」
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．
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し
な
≠
ら
”
、
」
中
で
一
ろ
い
ろ
μ
7

え
ま
す
ハ
．
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．
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．
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．
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．
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．
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／
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．
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；
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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す
べ
て
人
間
は
、
t
ま
れ
な

」
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か

つ
、
尊
厳
レ
一
権
利
と
に
お
い
て

．
半
等
で
あ
る

・
世
界
へ
権
宣
．
．
．
．
．
口
際
．
条
か
ら
…
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択
翌
．
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尺
問
か
に
　
量

尾
川
∵
へ
「
瑠
和
．
．
卜
．
．
．

レ
日
　
斡
弔
．
．
．
回
一
廓
庫
諏
獄

れ
た
　
世
界
人
桁
｛
日
．
．
．
．
．
目
．

カ
ー
う
た

　
年

会
で．
は

　
　
　
享
ド
夜
レ
一
・
目
“
．
．
平
也
ナ
ヰ
一
h
精

　
　
　
　
　
〆
．
て
い
圭
す

　
イ
カ
圧
で
～
ノ
、
↑
峠
陪
屈
起
．
．
目
川
［

か
ら
－
「
日
ま
で
ヰ
一
　
．
．
尺
臨
惟
凋
而
川
「
「

ル疋

ﾟ
’
、
い
ま
す
．
へ
r
午
も
こ
の
期

中
、
H
向
∵
巾
キ
一
は
ト
ぽ
め
ム
」
国
各
地

い
ろ
ん
な
行
事
が
催
ざ
れ
ま
し
た

　
し
か
L
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

も
か
か
．
わ
ら
ず
、
私
た
ち
の
並
目
段

霊
活
や
社
会
状
況
を
見
’
、
み
る
と

残
与
心
な
が
ら
多
く
刀
池
生
別
や
偏
目
川

ノ∫発Fトと　　をノ．｝ま　う
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．
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しで回・出し
号のは民身て
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現
実
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・
．
邪
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｛
．
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．
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と
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も
し

ろ
お
か
し
く
取
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ヒ
げ
ら
れ
、
現
在

の
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ム
に
な
・
，
た
よ
う
で
す
．
．
世

界
の
中
・
で
も
H
本
だ
け
し
か
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け
・
へ

れ
て
お
ら
ず
、
多
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の
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国
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現
象
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．
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、
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遊
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う
か
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．
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か
「
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・
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．
r
に
は
ム
∩
岡
ヒ
は
い
な
い

か
ら
関
係
な
い
」
と
思
わ
れ
る
方
も

い
ら
．
・
．
し
め
、
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

へ
7
．
度
考
・
え
て
み
て
く
打
」
弐
・
い
、

　
私
た
ち
の
血
液
型
は
、
．
両
親
の
血

液
刷
L
に
よ
っ
て
決
圭
リ
、
本
．
人
の
甑
思

思
で
変
え
ら
れ
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せ
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れ
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・
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で
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験
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一
ぽ
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．
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片
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の
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が
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．
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片
親
」
に
つ
い
て
勝
手
に
悪
い
イ

メ
ー
ジ
キ
一
作
っ
て
い
た
わ
け
で
す
．
．
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の
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．
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で
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ま
せ
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．
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の
能
ね

や
仕
製
へ
の
㍑
忌
欲
を
川
門
断
目
弾
に
す

べ
き
で
、
　
「
．
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．
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れ
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．

　
へ
r
日
、
私
た
ち
は
、
多
く
の
偏
見

や
強
い
田
心
い
り
△
み
々
注
付
っ
　
、
、
嘘
侃
別

の
加
害
者
に
な
り
、
ま
た
時
に
は
被

宝
割
白
に
な
り
な
が
ら
↑
繊
日
の
十
活
を

送
つ
げ
、
い
ま
す

　
私
た
ち
は
、
へ
一
こ
そ
、
こ
れ
ら
身
一

の
ま
わ
り
に
あ
る
不
合
理
な
矛
盾
を

．
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／
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　　　　　　　　　　く

　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　；含
よ也Aは一1山1，邑1ま・：乏

名社あヒ親欲せ験
総はりいがをん生
f監’まうそ．則」本
　差せころ断本入
も別んと　っ丼ノ＼で．

購図　 をて準ソ）．ち
入蒔　　問いに能り
し　で1　　題　る　す　ね　　■
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二」3、おとにゅ一す

講壷

慶瓢

薯購．．

▲盛会でした日向岬まつり「遊・you・ゆうj

　Il＝年団団．討癒護会が「．rl∫内に伝1．）る郷1．．

芸能を通して、11向哨のト「1然、．と化に触れ、

郷Lを再、玩．識するとともに、r．どtからた

へ圭て「柴しい1日を．過ごすことがごさイう触

れ含いの場をつくろう：　．　勧めて1書．画し

た．日向岬ま一）り．が11目24日、グリーン’、
一クご市1く辛｛」81｝｛．」ノ、カ「参IJ11しこII藍’く「こ「fDn

ました　’（声大会や1．ア目ビク入、タ．ンス
ll［1『．同，塩見i＝汰鼓踊リ．、富rl’豚幡吾1喋．

　凌気酎澗．出乏く鼓一：などの郷ヒ芸能が披
露さ．れた後、参加者全1にk℃ア；やクイス

に口回し恥した

★広報ひゆうがに載った写真を
　さしあげます。

　前もって係までお電話を？

「．

保健婦だげ。

　寒くなると．部屋を閉めきることが

多くなります．その中で吸うタバコの

煙は、吸っている人だけでなく、同じ

部屋にいる人にも悪影響があります。

　特に、妊婦や乳幼児のいる部屋では、

タバコは吸わないようにしましよう，

　「吸う入と吸わない人」両ノ∫が、お

互いに気分よく生活するために王夫を

しましよう。

　　　　喫煙の害
　肺がんだけでなく、

　さまざまながんの下地をつくる
　　〔非曜煙者と比較した喫煙者の死E畢：．

ロ腔ガン
　4．6倍

冠動脈性・じ臓病

　　　17倍

肝臓ガン
　1．7倍

肝硬変】．3倍

胃・十二指腸

力噛し・よう2．1倍

喉頭ガン20．3倍

食遵ガン2．1倍

肺ガン

　4．1倍

胃ガン

　1．5倍

すい臓ガン
　1．5倍

．．：」みなさんの身近な話題、ホットなニュースを係までお寄せください。

一．
広報‘｢ゆδしが

▼市に最新鋭の救急車
　11向地区遊技㌢さ組舎．涯腰・F（鳳組r7罠・から田！29日．三・「恰幅

1：・二4〔｝周年を1記念して救急III：の寄贈力iあり圭した

　この救急1ドは、「」動式へL蘇宝　そ廿い1器，吸lj「雑、ストし
・ソチp一・担架ヨ　紫外線段［￥｛．！：！．などの設1蒋を．備えた特別仕1、乗車

て、約55〔｝ノ∫円相幽㌧の贈り物です

★連絡先／市企画課・広報統計係容52－2111内線2213

、蝿

《満員御礼・・「．大相撲日向場所

　！け数llぶりにや〕ごさた棚抗σ）地’」巡業　た
棚鉄llllll上場1111　に、　fともかド♪た「＼玉．ご約8．〔｝

1即1r7）村H　フドンがつめわ・け．　生．ζ7み6　」｝二に

驚以の占を．しげてL、圭した

　角E県の1、妓暫、若・1牡己弟と小学“髭のかかり

げいこなどしあり、満艮の会場から1‡II各んな拍

rと故占が［．．が〕こいよした

覗駒鋤一濡

▲年齢差はあ．）ても腕に差はありません

　乍市の特産品であるはまく．り墨㍑かと日向権碁盤のPRを

目的とした、第4回日向はよく．リ1冒1まつり囲碁大会が、

121181L卜石レ側面ヒンターご行わll玉した　参油日は、

県内外かド湾3〔［け名　賊差’・1リクノスで［よ、　．冬県かド）参

嘘L．た高閣2星｝7’｛．のン、Ilfl秀そさんがみこ．と．更勝し、1如り

li］柑q1の外f1．・1㌦さセ・．ノトをrll「にしました

フ
ォ
ト
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ー
ス

端、
献血δ心の贈06の
1月のスケジュール

13日〔月｝　日向市役所【成分献血】　10：00～15：00
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日向市豊かな心を

育てる市民運動推
進大会
と　 き■lj．II2Ei　　・

　　　　8：30～12：00

ところ■市中央公民館

内　容■実践報告　　　．

　　1昏中学校区から〕

　記念講演／作家：

　　　藤原ていさん

「．「 ｰ『．．7〈た

妥’ll学一か

ゐ　．＿

靹
右力
　　　」r
PL［生授

瞬漉
一藤い
lll㌦1

11月中の交通事故く日向市分〉「勺．七［i比

り般
お向
く　け
1、｝〉

了
．

粂

や
．1．与

工
魅層

・
刀

発　生　死　亡　負傷者　物損’F故
2711・　　　　｛〕　　　　　38／＼　　　　　116∫’卜

1」5〕　「一1　｝　［．・17：I　　r．．一181

一止まって確認、無事故に挑戦一

交通事故巡回相談

斥、れ

み　一　　．〆

ん7ト
タ　　　カ

㌶三
2，

と　 き■IIII611〔イ（｝　10：3〔｝一14：30

ところ■市中央公民館

　　　了

短
鰹涙
ノロ∫1・f

年末・年始の防犯運動

／12｝｛　l　l．i～1　アヨ10日

年末・年始の交通安全運動

／12∫i20日一1｝」10日

　無料法律相談

とき■1月29臼（菊

　　　午前10時から

ところ■市中央公民館

相談を受けるかた

■弁護士／杉本勤さん
佐々木龍彦さん

開
館
時
聞
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平
日
が
午
前
9
時
半

か
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午
後
5
時
半
ま
で
。
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1
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時
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午
後
5
時
ま
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館
日
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毎
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月
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日
、
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　▽社｝lr｝集をチ嶋語IF・

銀シ　漸悟ビヤ康…一．
　／．v　　　　っ　1彦高∵座

の　7．．武▽▽考．一．．一ゴ林二

々「レi・萬わえピ▽麻ユ
フ・の胆たる　　　　　　　　　ア　マ　竪　：
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雨民の声ホストにっしで

而勘碗，i覧＝購垂
．にマ・・∴・「6
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率

轟雛、麟
　幽冥鈎度にr11か∫亡1｛する建設1事、

　㍑腰LIし，物1’鵡ぺなとの指名競了1ノ、

　礼または見積もリ合わせに参1川した．・

かたは［参1川資格審’r三川㌧，｝F一を提II｝

　してください　 闘要｛迫は一ノきのヒおり

　対　　象
建設1事■目＼建築、縦ミ、4く道1管1，

　　　　　1丹セ、電気、造園．板↑、機械

　　　　　器具設；rl、内装なと

料川州齢1撮、1、乏、ll，袖川調川階r群1、

　　　　　Llll掃、運搬．各種メンテ十ン

　　　　　スなと
ヰ勿占’1　i薄入㌧■曝季務rlL　［II，」巳fヒ製占’1，II己．念、冒1㌧

　　　　　被1肱r働E臥カノラ．「犯1，

　　　　　石板、建具なヒ

　　申請書の様式と添付書類
建・1乏1事■建設省の統一様．忙健。媒

　　　　　協会容52一．1138にあります1

　　　　　の申・・儲一　11事丁卜lll嗜

　　　　　2’，煤所　覧人力ほっ㌔二

　　　　　再経宮F払項審査申朗「1，等の写
　　　　　し1建1鹸。何、11D・lll讐、、

　　　　　’う’L　、市税冗f内1，［1明，1；

　　　　　b建。罧岨硫！しけ～llり「曳ま

　　　　　た1坤小丘・乳・王⊥二藍・tl、酬ll

　　　　　I則川べ、1し1｝ノ巧－L　7法ノ、

　　　　1凪Lゐ場rpl⊥ノ、ひ、黒鯛M、

　　　　　s技術名丁齢、1｝

学、1腰。し■建、、乏省・「hぜ。1．D㌔う皇［1堵

　　　　宮Ill、；f　I事層卜務「1’｝

　　　　君〔腿5一コー躍1にもr｝炉
　　　　ノ〕1』㌔、1；・一　1、111馬r斗実禎

　　　　調、ll　21卜’昌蝿模「～総括ノ＼

13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ帝殿＝：ユース・行馨は市蕨テレホン妙一ビス㊨麗一⑳◎◎へ

堅匡到■■■■■■■■■■聰■iiii麟晦電朧は5｝2111番です

繋束・年始の業務で宣
　11】役「1斤力’口cf段flプ煤傍はつきノ｝

ヒおりてす

仕事納め■12月27日（金）

仕事始め01月4日（土）

　【窓口業務】

　rll挽辱国保視は12月30［1　’1前9時

7ン・ら’｝↑｛～511、｝1、31日　．71日i］9日～乙・，’

’二心3時　芸て視1春、、llに受，用1ナ絹

　r蝋ノ噸トナ　叱亡llll　1川’戸lli、婚姻

届等　．之1！子II；韻一1こ「1舎由l11玄関横

ヒ岩脇，ヌセ」、｝トと・巧て受．月・1げまi

　【水道の故障など】
　’1　一　」 i「」　　8　 ト…　｝　

ドシ

」
　

ノ，　　’1　　 「妾　 5
　

…1　㌔　　 ま　　r＝　 層　；　］
．｛　　　【　＿　」1

｝

閲・・」咀含容℃2551｝，二噛11

　　　　　　　　　轟

下臥物処理場とも31日力1ドrまて受

メ＼ノL圭．孟．　「ザな台1よ1月4日力・，㌧

※1．ll未は集中L圭3カゴ〔おlllめに

　2農薬・謝自は搬尺てきません

　：凱スー7レ　缶唄は底にレ’、をち：ナる

燃えないごみの収集圏lll第1／k［11胃i

収柴地区ゐ臥乙な一疋タは、！2目28日

：二日月リ1．；ナ『ご耳疋舞、L圭事一　卸｝34くト1震ll「ll

仕舞、地区は」酬㌻ヒお・〕Il月15日．てr

し尿処理■1日、，よ3川圭て　粕llは1

目5日から1r常ヒおりll一圭す

東郷霊苑（火葬場）■1月1日ヒ3日

は休7・ます

醇コ・詩機L’㌔一類一　イ1人

1し日は自宅詩機．

　【ごみ・し尿・火葬場】

ごみ収集■「目、1招Uはて収

辱、しま1－　〃．’こし㌧29日は「

島川凹凹1埴’［川｛集地区川1

よ11’常民りい奇洲1闘［！収集地区．

川1はりこ、1111弓Hノ章1！、い笹1己・

I11 ､〔！日，り』卜1堅イ、・’」・「皐

※1月6到り・らは11「常ヒおり

ごみ持ち込み鳳1㌔掃ユ2ンクー、

年末・年始水道修理当番表

h　IHI　B　　IH．

　　　　酢　　II噛　　1．く七

11　　．、r卜一．、・・ご・　・r・

1　　　　鋸　5　　　く』1「1「7

Lr　凪ユ犀掛「
1丸ヒ

　　　　　　　　ト、7　ず

1　　　　縮　－7　・

　　　　、；技術者T許「翫｝：　1’，1『至11ト　

　　　　　吃表．りほかに．5各渠種
　　　　力、1秘∫。1p写1．　bIl∫椀’，1圃

　　　　f内1、［1　i月、忙・　7「ノ：1＼イ目曜1Lノ，」易

　　　　合、汰ノ＼r乏II己簿1酬・

物占1「1購へ■日r「・］rhっ指定｝一る怯式　市

　　　　契γ「」看潤1課にち1）まレ！，

　　　　申。1㌔書ヒ1』帖L41勺、II1明1『

　受1・闘問は埼笥2［11日う㌧12叩美

てて、申。II渚はrh契1’」管封習牡に直接1僚｝

参して：たさ一F，杜GU［1揺1山内湶

2262・、

●名簿に登録を

　　5　　こ　’賑1

”　　　李、．n　ピ韓

　斐、4引覇1望　　　　　　　　≡

　　4i軒11了　「L　り1．・

止　’Fゆ　IIコ　1望　　　　　　喧　」

h．　「　　1．．

　　　　吊　　［㍉　　　　叱肛

　　　　Il・“1．1一、「・

｝　二」、L　　　　　　→、1・「1．叱翰

　　　　・ヒ．．4」角1穿

　　　1　・L1【　1　｝，　π｝

　　　‘5・．を　鐸　1　7　」　一一u

L・・．’． Q・けい、iニチ．i

　　　　．rr．㌃愚略　　　　　　　．2　｝・L　　　　5　試
　　1．ひ　　拳、IIτ1乏’蔵　．4

「．」h　　　　　I1　1　2

　またはその配偶者て、年聞の耕作

　従事日数か6〔1日以しのかた

　申、、肖、量㌻は㌧12肘1に送りますか，届

かないかたはi虻挙管理委1｛会　容1勺裸膚
22；3　1　～　22：3丁3　 1　一　＼　 才∫　1［il　」　幽　で計　 ノ，　．ト±　 （　　，♪こ　 さ　 マ　圏

●団体登録はおすみですか

　二案内みように、8月から資1F・∫ul拝11

用補11脂こ制度，う・左幅に変7・りましノニ

1期間は「｝問を通し．ご　2菅南雨気川口1

体はfヒも会　視ゴ会．力：切・蒐目、育

公民負官、妬｝へ会、　とへ7ラフ、PTへ

なヒゐ／ビご教育団体　　ヒ々1圭した

　’≦休みを｛1揖Iして再FL資源の回収に

1［｛り組んで孤ま・士んル・なお，hh二1い・上

象団1｛・．二なゲ．・㌦二．；r二大かピ・1竣て1

　（パゴ：1諦民II艮容内線2139　・

広報’｢φう」が

・ご存じで尓沁ヮ闢

　心身に障害を持つかたや青歯してい

るかたに支給される各種儲hi手当をご

紹介します、

　【随害児福祉手当】

対　象■身体または精神に重度の障害

　　　があり、日常生盾で常時介護
　　　が必要な20歳未i高の障害児．

　　　ただし、ほかの障害年金を受
　　　けているかたや施匹没などに入

　　　所しているかたは受：給できま

　　　せん．
支辛含吝良■月客〔U2，750F】

　【特別障害者手当】

村　象■身体または精神に最重度の障

　　　害かあり、ll常生隔て常時特

　　　別の介護か必要な20歳以1一の

　　　障害名　たたし、イ！宅してい

　　　ることか粂件で、施設に入所

　　　　しているかた、入院している　一
　　　かたは受給できません　　　　i　ぐ

支給額・月額…4・・1・1　　…曇盗
　【特別児童扶養手当】　　　　　　　旨　る　張

対耀・轡1麟1麟
　　　夢∴燃奪1灘…麺

　　　ぺ所しているヒきは受給てき　…　が　懸
　　　　　　　　　　　　　　　　　必　つ　　　ません　　　　　　　　　　　　　　　　　要す
」乙誓≧害貞■1イ高力・三五［114．90〔｝Pj、　2イ弄乏1丈

　　　嚇貝29，9川り

　いす赴ノ）∫いllにも斬1肺1］限かありま・

1一　くわし（は1h福lrl’1府111｝．容柏槙

21bq　へ

　　　　木谷を才斤り返し、

部　　門■ノト学4．5，6∫1・生（男・如の剖1、

　　　　中学生〔男・女〉の部、高

　　　　校・　一般〔男・女）の部

参加資格■市内に住んでいるかた、勤

　　　　めているかた
参加料■350円

受：付期間■1月10日まで〔当目受付は

　　　　しません）
表　　彰■各種目の入賞者〔3位まて）

　　　　に賞状、また、参1川者全員

　　　　に参加賞をさしあげ圭す
申し込み・問い合わせ■市社会体育課
　　　　　　　　　〔容1勺糸泉2455〕

●盲導犬をご存じですか

　巾1豊崎管理委員ゴこは、1ザロ目1日
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　　歯科恩師金だより

　　今回は、思春期のお話しです．この

　時期は、身体の大きさの急速な増加が

1みられます。また生理的、心理的にも

　大きな転換期だといえるでしょう．

　　口腔衛生の面からみますと、永久歯

　が生えそろって2～3年目で、むし歯：

　になりやすい第＝の要注意時代を迎え

　ます。受験期とも重なり、食生活の乱

　れや口腔衛生に対して無関心な状態と

　なりがちです。むし歯と同様．口の中．

iの清掃を怠れば歯肉炎も起こしやすく

：なります。ホルモンのバランスの乱れ

　が関与している『思春期性歯肉炎』と

　いわれる歯く’きの病気があるくらいで

…す。このため、口中の手入れも学童期
…までと異なり、歯だけでなく歯く’きも

1含めた方法にすることが大切です。
…　また、第「大臼歯（親知らず）が大

…部分の人には生えますが、中には生え1

　ない人もいます。これは、やわらかい：

　食品が多くなり、しっかり咬むことが．

　少ないので歯や顎の骨が退化するため

　です．特に下顎の骨の退化によリ、親

　知らずの生える場所が非常に狭くなつ

1ています。また、一番奥にあるため歯．一

　ブラシによる清掃が非常に難しく、む．

　し歯になりやすい上に［が開きにくく

　なったり、食物を飲み込むときに痛み

　がある「智歯周炎』という病気になる

　ことがあります。

　正常な心身の発達をとげた思春期の1

…若人は、人生の中で最も健康的で明る．

　く輝く時期ですから、この輝きを持続．

　させることが大切です。
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	日向工場完成―地元採用五十人―九年度までに百人―四年同生産額七億円―十年度までに十二億円

	日向市女性フォーラム

	全国納税貯蓄組合連合会長表彰―日向中学校２年坂口みどり
 
	宮崎県納税貯金組合連合会長表彰―日向中学校３年椿原智子

	宮崎県自主納税推進協会会長表彰―日向中学校３年中島由美子

	満員御礼・・・大相撲日向場所

	市に最新鋭の救急車

	年齢差あっても腕には差はありません

	盛会でした日向岬まつり「遊・you・ゆう」


